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放散虫化石は，有用な年代インジケーターとして石炭紀以降のグローバルテ

クトニクスの解明に大きく貢献してきた．しかし，世界的に見ても石炭紀以前の

放散虫化石は研究例が少なく， 未だ年代インジケーターとして確立するに至っ

ていない．特にシルル紀−デボン紀（約 440 Ma〜360 Ma）については，ゴンドワ

ナの分裂とアジアの形成を考える上で非常に重要な時期であるにもかかわらず，

放散虫に関する年代学的研究はほとんど行われていない． 

本研究は，シルル紀−デボン紀の放散虫化石群集を産する地層の U−Pb 同位体

年代を測定し，これらの放散虫化石群集を年代インジケーターとして確立すべく

試みたものである． 

本研究の結果，Pseudospongoprunum tauversi 群集帯（以下，Ps. 帯）とその上

位の Futobari solidus − Zadrappolus tenuis 群集帯（以下，F. – Z.帯）との境界から

約 426 Ma（Ludlowian）の年代が，F. – Z.帯の中部から約 421 Ma の年代が得られ

た．従来，四国の横倉山地域で F. – Z.帯の上限付近から約 408 Ma（Pragian）の年

代が得られていることを考えると，F. – Z.帯のレンジは Ludlowian〜Pragian であ

る． 

また今回の研究の結果，F. – Z.帯の上位の Palaeoscenidium ishigai − Deflantrica 

furutanii 群集帯（以下，P. – D.帯）の上限付近から，約 387 Ma（Givetian）の年代

が得られた．したがって，F. – Z.帯と P. – D.帯の境界（F. – Z.帯の上限，すなわち 

P. – D.帯の下限）が Pragian であることを考えあわせると，P. – D.帯のレンジは

Pragian〜Givetian と考えられる． 

上記の研究によって，シルル紀−デボン紀放散虫化石が年代インジケーターと

して利用可能となったばかりか，従来の放散虫化石層序とその年代論が大きく改

定されることとなった．また本研究は古生物学と同位体年代学の「異分野コラボ

レーション」を試みたものであり，これまでほとんど例のない，斬新かつ独創的

なものである．今後，このような柔軟な発想が世界の研究をリードすることは疑

いがない．さらに，本研究が環境層序学やグローバルテクトニクスに与える波及

効果は計り知れず，これは地球史学全般の進展にも大きな影響を与えるものであ

る．以上の理由により，本研究は博士号（理学）授与に価するものであると認め

られる． 
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